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 「特設人権・困りごと相談所」を開設

　相談は無料で、秘密は厳守されます。予約は不

要です。人権擁護委員、行政相談員が相談に応じ

た解決方法をいっしょに考え、アドバイスします

ので、お気軽にお越しください。

〇日時　６月４日（木）10：00 ～ 15：00

　　　　　　　　　　　（受付は 14：30 まで）

〇場所　ふれあいセンターびらとり　小会議室

　相談内容は、離婚、相続に関すること、児童・

高齢者の虐待に関すること、ハラスメントやいじ

めに関することなど、様々な相談をお受けします。

　《問合せ》　町民課 町民福祉係　（℡ 4-6113）

小林 明美 氏（荷菜)

３期目　℡2-3271

　 　 　 　  行 政 相 談 員
　行政相談員は、役所と皆さんのパイプ役です。皆さんから年金、税金、
登記、道路、河川、窓口サービス等、国の行政機関の業務に関する苦情、
要望、意見をお聞きして改善を図ります。
口頭、電話、手紙で行政相談員にお申し出ください。

和田 理一 氏

（荷菜） １期目

中村 範子 氏

（本町） １期目

福澤 早苗 氏

（振内町） ３期目

鈴木　茂 氏

（本町） ３期目

人 権 擁 護 委 員
　 人権 擁 護 委員は、皆さんのまちの 気 軽な相 談相手で す。町民の 基 本 的人権 が 侵 害され ない
よう絶えず 監視し、侵害があったときには、その相談相手となり適切な救 済を図ります。

　 人 権 擁 護 委 員 は、い つ で も 地 域 住 民 か ら の 相 談 に 応 じ て い ま す。日 常 生 活 の 中 で、こ れ は 人 権
問 題 で は な い だ ろ う か と 感 じ た り、あ る い は 法 律 上 ど の よ う に な る の か 、よ く わ か ら な く て 困 る
こ と が あ る と 思 い ま す。そ の よ う な と き に 法 務 局 職 員 ま た は 人 権 擁 護 委 員 が そ の 内 容 を 十 分 聞
い た 上 で 、権 利 を 守 る た め に 必 要 な 手 続 を 助 言 し た り 、そ の 問 題 を 取 り 扱 う 関 係 官 公 署 や 法 律 事
務所等に紹介するなど、それぞれの場合に応じた解決の手助けをします。
　 相 談 内 容 は、家 庭 内（ 結 婚、夫 婦、親 子、離 婚、相 続、扶 養 等 ）や 近 隣 と の も め ご と、借 地 借 家 の
問題、外国人差別など幅広い相談を受けています。

　人権擁護委員制度をご存じですか?　人権擁護委員制度をご存じですか?
　　　　　　　　あなたのまちの相談パートナーあなたのまちの相談パートナー
　　　　　　　　　　　　　　〜６月１日は 「人権擁護の日」〜　　　　　　　　　　　　　　〜６月１日は 「人権擁護の日」〜
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《紫雲古津小学校木育教室》《紫雲古津小学校木育教室》

森林を守ろう！平取町木育推進事業
　 平 取 町 の 林 業 関 係 団 体 で 構 成 さ れ る 平 取 町 林 業 振 興 対 策 協 議 会 は、森 林 の 保 全 な ど 林 業 振 興
に関する様々な事業を行っています。その一つとして、森林環境譲与税を活用した木育推進事業

「紫雲古津小学校木育教室」と「中学校木育教室」を実施しました。
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パラクライミング大会出場

2026 年度パラクライミング日本代表選手に

 楠　崇
たかひさ

央 さん （24 歳 ・本町出身）が決定

　 昨 年 ５ 月 に 友 好 交 流協定を 締 結した台 湾・花 蓮
県 萬 栄 郷 か ら、梁  光 明  郷 長 を は じ め 公 所 職 員1 1
名が４月21 日 ㈫に平取町を訪れ、二風谷アイヌ文
化博物館と就農チャレンジ農場を視察しました。
　 萬 栄 郷 と 平 取 町 は 、「 豊 か な 自 然 に 囲 ま れ、農 業
を 基 幹 産 業 と し て い る こ と 」や「 先 住 民 族 文 化 を
大 切 に し て い る こ と 」な ど の 共 通 点 が あ り ま す。
　 今 回 の 訪 問 は 、行 政 同 士 の 友 好 と 相 互 理 解 を 深
める機会として、初めて実現したものです。
　 今 後 は、教 育・文 化・観 光 な ど、相 互 の 地 域 発 展
に 向 け た 意 義 あ る 交 流 が 展 開 さ れ る こ と が 期 待
されます。

台湾・花蓮県萬栄郷公所訪問団が視察来町

　 パ ラ ク ラ イ ミ ン グ は、障 害 の あ る 方 の ク
ラ イ ミ ン グ 競 技（ 自 然 の 壁 や 人 口 壁 を 登
る ）で、障 害 の 種 類・程 度 に よ り 競 技 ク ラ ス
が分けられます。
　 楠 さ ん は、上 腕 障 害 Ａ Ｕ ２ ク ラ ス で 唯 一
の 日 本 代 表 に 選 ば れ る と と も に、北 海 道 か
ら初めての代表選手となりました。
　「 幼 い 頃 か ら 障 害 を 持 っ て い る こ と で、
偏 見 や 好 奇 の 目 で 見 ら れ、自 分 が ど の よ う
に 生 き て い け ば 良 い の か 迷 っ て い る な か、
ス ポ ー ツ と の 出 会 い が 自 分 を 大 き く 変 え
て く れ た 。夢 を 追 い か け る こ と が で き る よ
うになった」と話されました。
　 ま た 、「 自 分 と 同 じ 障 害 を 持 つ 人 た ち に
『障 害 を 持 っ て い て も こ こ ま で ス ポ ー ツ が

で き る ん だ』と い う こ と を 伝 え た い と い う
思 い で、全 力 で 挑 戦 し 続 け た い 」と 強 い 決
意で望んでいます。
　2028 年 ロ サ ン ゼ ル ス パ ラ リ ン ピ ッ ク の
競 技 に ク ラ イ ミ ン グ が 正 式 に 採 用 さ れ ま
し た。楠 さ ん の 果 敢 な る 夢 へ の 挑 戦 に 皆 さ
んで応援しましょう。

クライミングウォールで練習
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　イオル体験交流事業として、二風谷地区イオルの森で山菜の正しい採取
方法とアイヌ語名称を学ぶ体験会が開催され、平取高校の寮生はじめ町内外
から 39 名が参加し、春の自然の恵みを満喫しました。
　昼食には、伝統料理キナオハウ（山菜汁）やムンチロメシ（アワ入りご飯）
などが振舞われ、春の美味も堪能しました。

 5/9 キナアカラ（山菜採り）体験

　二風谷小学校では、アフリカンペイントアーティスト SHOGEN さんをお
招きして、学校グランドの正面に見えるプールの壁を色とりどりに描くペン
キアートに挑戦しました。
　SHOGEN さんは、アフリカ タンザニアで描かれる「ティンガティンガ」
というペンキアートの独特な構図と躍動感溢れる色彩表現に魅了され、その
画家となるためタンザニアで修行を重ね、日本に活動の場を移してからは、
全国各地で壁画や車両ペイントなど「生きるのって、楽しい！」を描くペン
キ画家として多方面で活躍されています。
　この日は、SHOGEN さんといっしょに全校児童が、プールの壁いっぱいに
色とりどりの明るく楽しく思い思いのペイントを描き、学校に新しい彩りの
世界を広げました。

 4/21 SHOGEN さんと学校プールを色いろいろに 

第７期生（前列左から）
　　　　細羽見 葵 さん（青森県）
　　　　川上 菜柚希 さん（札幌市）
　　　　鹿野　 猛 さん（平取町）

　公益財団法人アイヌ民族文化財団（札幌市）が事業主体と
して実施する「伝承者育成事業」は、北海道の歴史をはじめ、
アイヌ文化に関する総合的な知識・技術を習得し、アイヌ文
化の担い手を育成することを目的として実施されています。
　平取町においては、令和２年度の第５期から実施され、今
年４月には第７期（３年間）の研修が始まりました。
　開講式では、主催者である 常本 照樹 理事長から研修生３
名に激励の言葉が贈られ、研修生はあらためて、アイヌ文化
の担い手を目指す決意を新たにしました。

 4/13 伝承者育成事業 第 7 期生開講式 

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

SHOGEN さん
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平取町食育推進事業 
公式 YouTube チャンネル

［びらとりレシピ動画チャンネル］で
活動を紹介しています。ぜひご覧ください。

　 び ら と り 食 育 ク ラ ブ は、平 取 町 食 育 推 進 計 画 の 実 践
的 取 組 事 業 の 一 つ と し て、令 和 ４ 年 度 か ら、町 内 小 中
高 生 と そ の 保 護 者 を 対 象 と し た 「 食 の 知 識 ・関 心 の 向
上 」「 地 域 ら し い 食 の 体 験 ・地 産 地 活 」を テ ー マ と し た 、
様々な食の学びや体験の活動を行う事業です。
　 今 年 度 は、小 学 生23 名 が 参 加 登 録 し、『 か ぼ ち ゃ』を
テ ー マ に 苗 植 え か ら 収 穫 ま で の 栽 培 体 験 、最 後 は 採 れ
たかぼちゃで調理に挑戦します。
　 ４ 月 26 日 ㈰ 、岩 知 志  川 上  憲 司  氏 の ご 協 力 に よ り 、
ハ ウ ス で 苗 植 え を 行 い ま し た 。保 護 者 も 参 加 し、一 つ 一
つ 丁 寧 に 植 え ま し た が、本 当 に『 か ぼ ち ゃ』が で き る の
か不思議そうにながめている子もいました。
　 食 育 事 業 は、平 取 町 の 基 幹 産 業 で あ る 農 業 の 体 験 や
採 れ た て の 地 場 産 品 を 活 用 し た 調 理 実 習 を 通 し て、健
康 的 な 食 生 活 や 日 本 の 食 文 化 に つ い て の 知 識 を 深 め る
な ど、食 へ の 興 味・関 心 を 持 つ き っ か け づ く り、食 を 通
し た 子 ど も た ち の 生 き る 力 を 養 う こ と を 目 的 と し て 実
施しています。

〜 びらとりの食を学ぶ・体験する 〜〜 びらとりの食を学ぶ・体験する 〜

　食育推進事業　食育推進事業

　　　　　　　　『びらとり食育クラブ』『びらとり食育クラブ』
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　 ５ 月 の 連 休 に 振 内 町 で 開 催 さ れ る 恒 例 行 事「 こ ど
も の 日 親 子 ハ イ キ ン グ 」（ 振 内 自 治 会・振 内 ス ポ ー ツ
協 会 主 催 ）が ５ 日 ㈫ に 行 わ れ、幼 児 か ら 大 人 ま で 約40
名が参加しました。
　 参 加 者 は、快 晴 の も と 水 分 補 給 を 行 い な が ら、青 少
年 会 館 か ら 仁 世 宇 園 ま で の 約 ７km を 歩 き、桜 や 鳥 の
さえずりなど平取町の豊かな自然を楽しみました。
　 仁 世 宇 園 到 着 後 は、や ま べ 釣 り 大 会 と や ま べ 稚 魚 放
流を行いました。

　第42 回「振内こどもの日親子ハイキング」　

　４月23 日 ㈭に中央公民館で振内高砂大学・平取義経大学の合同入学式を実施しました。
今 年 度 は 振 内 高 砂 大 学 25 名 、平 取 義 経 大 学1 2 名 の 合 計3 7 名 が 入 学 し 、様 々 な 体 験、合 唱、
町外施設見学など各大学年間14 回程度の活動を行う予定です。
　 高 齢 者 大 学 の 学 習 の 主 題 は「 健 康 で 生 き が い の あ る 幸 福 な 生 活 を 求 め て 」と し て、学 生 同
士 が 顔 を 合 わ せ て 談 笑 す る こ と や 、い ろ い ろ な 体 験 を 通 し て 生 涯 学 び 続 け る こ と の 楽 し さ
や喜びを感じることで「生きがい」に繋げることを目標として活動しています。

　令和８年度 高齢者大学入学式　

　 釣 り 大 会 で は、315g の 大 き な や ま べ を 釣 り 上 げ た
横 田 太 燿 （ よ こ た た い よ う ）さ ん が 見 事 優 勝 し、大 人
と 子 ど も た ち が 協 力 し な が ら 釣 り を 楽 し む 姿 も 見 ら
れました。
　また、約 3,000 匹のやまべの稚魚を放流しました。参
加 者 は 大 き く 成 長 し て 再 び 仁 世 宇 へ 帰 っ て く る こ と
を願いながら放流を行いました。
　 最 後 に は、自 分 た ち で 釣 っ た や ま べ の 唐 揚 げ を 味 わ
い、自 然の恵みを感じるひとときとなりました。
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◆５月末から６月にかけて、小中学校では一学期の大きな
　行事として体育大会や運動会が開催されます。

　≪各校体育大会（体育祭）・運動会開催日≫
　　５月29 日㈮　平取中学校体育祭
　　　　30 日㈯　振内中学校体育大会
　　６月13 日㈯　紫雲古津小学校・平取小学校
　　　　　　　　 貫気別小学校・振内小学校
　　　　14 日㈰　二風谷小学校

【本年度の各学校の児童生徒数・重点目標・研究主題など】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※上段：重点目標　下段：研究主題
□紫雲古津小学校　２３名

　「全教育活動において、「あい」を広げる子どもの育成」
　【自分の考えを広げ豊かに表現する子の育成～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図って～】
□平取小学校　　１０６名

　「トライ＆チャレンジAgain」
　  ～自他の違いを受けいれる「尊重する力」とより良い行動を選択する『判断力』の育成～
　【安心して自分を表現し、高め合える子どもの育成】
□二風谷小学校　　１７名

　「自己肯定感を高める『４つの力』の育成」
　【根 拠を明確にして説明できる児童の育成～「書く・聞く・話す」活動とIC T 活用を通して～】
□貫気別小学校　　１３名

　「自ら学び、考え、表現できる子どもの育成（考える子）」
　【自ら考え、ねばり強く学びに向かう力の育成～子どもたちが関わり合い、学び合うよろこびを目指して～】
□振内小学校　　　２５名

　「思いやりの心をもち、自ら学び考える、たくましい子の育成
　　～やさしさいっぱい　たのしさいっぱい　げんきいっぱいの振内小～」
　【自分の考えを持ち、他者の考えを認め、協働的に学ぶ子どもの育成～書いて表現する活動を通して～】
□平取中学校　　　８９名

　「主体的に学習に取り組む生徒の育成～生徒が生き生きと参加できる授業づくりを通して～」
　【主体的に学習に取り組む生徒の育成～生徒全員が生き生きと参加できる授業づくりを通して～】
□振内中学校　　　１６名

　「自主的に考え、相手を思いやり、ともに成長していける生徒の育成～小さな学校だからできる大
　  きな可能性の追求～」
　【言語能力の獲得を基盤にした基礎・基本の確実な習得と活用力の育成～極小規模校の特性を最大
　  限に生かした、きめ細かい指導と評価の一体化を図る授業づくりの探究～】

　 令 和 ８ 年 度 の 教 育 活 動 が 始 ま り 、約 一 か 月 が 過 ぎ ま し た。各 学 校 で は、そ れ ぞ れ の 特 色 を
活かしながら、主体性のある教育の実現に向けて日々努力しているところです。
　 ま た 、参 観 日 や 学 校 運 営 協 議 会 等 に お い て 、今 年 度 の 経 営 方 針 に つ い て 地 域・保 護 者 の
方 々 と 情 報 共 有 を 図 り、各 学 校 の 重 点 目 標 を 達 成 す る た め の 支 援 や 協 力 内 容 を 協 議 す る 場
と し て 充 実 を 図 っ て い る と こ ろ で す 。平 取 町 が 目 指 す 教 育 活 動 を 実 現 す る た め に、地 域・家
庭 と 学 校 が 連 携 を 深 め、日 常 的 に 子 ど も を 見 守 る こ と の で き る 環 境 を つ く っ て い く こ と が
大 切 で す 。子 ど も た ち が 、安 心 安 全 で 楽 し い 学 校 生 活 を 過 ご せ る よ う に、こ れ か ら も ご 理 解
とご支援をよろしくお願いいたします。

『平取町の歴史・風土や文化を愛する心豊かな人づくりをめざして』

〜いつでも、だれでも安心して学べる学校づくりを〜

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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保健福祉課からのお知らせ保健福祉課からのお知らせ

「食べる力」＝「生きる力」を育む「食育」。実践の環（わ）を広げよう | 政府広報オンライン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　https://www.gov-online.go.jp/article/201605/entry-8642.html

　 食 べ る こ と は 生 涯 に わ た っ て 続 く 基 本 的 な 営 み
で す。子 ど も は も ち ろ ん、大 人 に な っ て か ら も「 食
育」は重要です。一人ひとりが様々な「食」の経験を
通 じ て、「 食 」に 関 す る 知 識 と バ ラ ン ス の 良 い「 食 」
を 選 択 す る 力 を 身 に 付 け、健 全 な 食 生 活 を 実 践 で き
る 力 を 育 む こ と は、健 康 的 な 食 の あ り 方 を 考 え る と
と も に、誰 か と 一 緒 に 食 事 や 料 理 を し た り 、食 べ 物
の 収 穫 を 体 験 し た り、季 節 や 地 域 の 料 理 を 味 わ っ た
り す る な ど、食 を 通 じ た 「 実 践 の 環（ わ ）」を 広 げ
ることにつながります。

 みんなで『食育』を推進しよう！

　 食 に 関 す る 知 識 を 身 に 付 け、健 康 的 な 食 生 活 を
実 践 す る こ と に よ り、心 と 身 体 の 健 康 を 維 持 し、
生 き 生 き と 暮 ら す た め に 、食 育 を 通 じ て、生 涯 に
わ た っ て「食べる力」＝「生きる力」を 育 む こ と
が重要とされています。

 なぜ『食育』は大事なの⁉
　 栄 養 の 偏 り や 不 規 則 な 食 事 な ど に よ る 肥 満 や そ れ ら が 原 因 と 考 え ら れ る 生 活 習 慣 病
の 増 加、ま た 若 い 女 性 を 中 心 に み ら れ る 過 度 の ダ イ エ ッ ト 志 向、高 齢 者 の 低 栄 養 傾 向 な
ど の 健 康 面 で の 問 題 に 加 え、食 の 安 全 や 信 頼 に か か わ る 問 題 や 外 国 か ら の 食 料 輸 入 に 依
存する問題など食を取り巻く環境が大きく変化しています。

　 食 育 は、生 き る 上 で の 基 本 で あ り、知 育・徳 育・体 育 の 基 礎 と
位 置 付 け ら れ る と と も に、様 々 な 経 験 を 通 じ て「 食 」に 関 す る 知
識 と「 食 」を 選 択 す る 力 を 習 得 し、健 全 な 食 生 活 を 実 践 で き る 人
間を育てるものです。

 『食育』とは

毎年６月は 『食育月間』
毎月19 日は 『食育の日』



 
インターネットでもご覧いただけます♦平取町ホームページ　 インターネットでもご覧いただけます♦平取町ホームページ　 https：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｂｉｒａｔｏｒｉ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐhttps：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｂｉｒａｔｏｒｉ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ

発行／発行者　平取町／編集　観光商工課広報広聴係発行／発行者　平取町／編集　観光商工課広報広聴係          〒 055-0192 北海道沙流郡平取町本町 28 番地　☎ 01457-3-7703〒 055-0192 北海道沙流郡平取町本町 28 番地　☎ 01457-3-7703

ホームページ

QR コード

役場関係
電話番号

平取町役場
総務課 （代表）　 ☎2-2221

まちづくり課　  ☎2-2222
アイヌ施策推進課

☎ 2-2341
観光商工課　　  ☎3-7703
産業課　　　　  ☎2-2223
農業委員会・土地改良区

☎ 2-2695
税務課　　　　  ☎2-2224
出納室　　　　  ☎2-2225
建設水道課　　  ☎2-2226
議会事務局　　  ☎2-2227

ふれあいセンターびらとり
☎ 4-6111

町民課　　　　  ☎4-6113

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係

☎ 4-6112
介護支援係・介護保険係

☎ 4-6114
児童館　　　　  ☎2-3026
子ども発達支援センター

☎ 2-3400
地域包括支援センター

「ほほえみ」　　  ☎2-3700

平取町教育委員会
生涯学習課・学校教育課

☎ 2-2619
中央公民館　　  ☎2-2619
町民体育館　　  ☎2-2749
二風谷アイヌ文化博物館

☎ 2-2892
沙流川歴史館　  ☎2-4085
図書館　　　　  ☎4-6666

役場 振内支所　 ☎3-3211

役場 貫気別支所 ☎5-5204

平取町国民健康保険病院
☎ 2-2201

平取町社会福祉協議会
☎ 4-2267

平取町外 2 町衛生施設組合
☎ 2-2024

平取消防署　　  ☎2-2361
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友だち登録 続々増加中！

　QRコードから 友だち追加・受信設定 を
して、町からのお知らせをぜひチェックしてく
ださい。

【平取町 LINE 公式アカウント】
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楢の実俳句会楢の実俳句会

 令和８年４月寄附件数・寄附金額

　　　　583 件   15 ,329 ,500 円

 令和８年度累計

　　（４月１日～４月30 日まで）

　　　　583 件   15 ,329 ,500 円

ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附

戸籍の窓口戸籍の窓口

（前月比）

人　口 4,368 人 （ 37 人）

男 2,177 人 （ 28 人）

女 2,191 人 （  9 人）

世帯数 2,419 世帯  （ 37世帯）

※令和８年４月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数


